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会
員
の
皆
様
、
お
元
気
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

充
分
な
活
動
も
出
来
な
い
で
毎
日
が

過
ぎ
去

っ
て
お
り
ま
す
が
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
昨
年
は
、
久
々
に
総
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
若
い

方
々
を
中
心
に
盛
会
で
あ
り
ま
し
た

事
、
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
ご
案
内
の
通
り
、
秋
に
開
催
す

る
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
共
多
数
の
ご
参

加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

機
械
電
気
科
は
、毎
年
８。
名
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
、
会
員
数
で
は
他
の

部
会
に
負
け
な
い
程
成
長
し
て
お
り

部
会
長

田
中
喜

一

（昭
和
４‐
年
卒
）

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
同
窓
会
と
し

て
の
ま
と
ま
り
は
不
充
分
で
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
考
え
ま
す
。
特
に
諸
先

輩
方
の
お
力
添
え
を
切
に
願
う
次
第

で
す
。

機
械
電
気
科
の
同
窓
会
と
し
て
萌

芽
会
の
発
展
に
微
力
で
す
が
貢
献
し

た
い
、
そ
う
考
え
て
会
長
を
努
め
て

お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方
の
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の

ご
健
康
と
益
々
の
御
活
躍
を
お
祈
り

中
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

第         会

●平成 6年 10月 22日 (土 )
於浪速工業会館

萌
芽
会
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝

に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
頃
か
ら
視
野
を
広
げ
、
進
路
意

さ
て
、
機
械
電
気
科
の
近
況
を
お
　
　
識
の
高
揚
の
た
め
、
科
の
行
事
と
し

知
ら
せ
し
ま
す
。
平
成
六
年
度
の
卒
　
　
て
工
場
見
学
、
Ｏ
Ｂ
進
路
懇
談
会
を

業
生

（
ａ
組
担
任
　
田
中
修
二
先
生
　
　
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
進
路
懇

（国
語
）
ｂ
組
担
任
　
成
田
義
之
先
　
　
談
会
を
、
六
月
二
十
五
日

（土
）
に

生
）
に
つ
い
て
で
す
が
、
一二
月

一
日
、
　
　
田
中
喜

一
会
長
を
は
じ
め
と
し
て
八

八
十
名
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
元
　
　
名
の
先
輩
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

気
に
卒
業
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。
し
か
　
　
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
も

し

一
月
十
七
日
の
兵
庫
県
南
部
地
震
　
　
ま
た
後
輩
の
た
め
に
ど
う
ぞ
宜
し
く

に
よ

っ
て
、
機
械
電
気
科
三
年
ｂ
組
　
　
ぉ
願
い
い
た
し
ま
す
。

員
北
哲
五
郎
君
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。　
　
　
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
平
成
五

三
年
間
皆
勤
で
、
級
友
の
信
頼
も
厚
　
　
年
度
は
鷲
見
先
生
と
巽
先
生
の
ご
努

く
卒
業
後
の
進
路
も
決
ま
り
、
希
望
　
　
力
に
よ
り
、
五
月
に
都
工
で
初
め
て

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

り まで _タ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

第 1‐5回萌芽‐会 ‐総会‐‐懇‐親:会御案内

1)日 時 平成 7年 10月 21日 (土 )
18:00～ 総会

18:30～ 懇親会

2)場所 浪速工業会館 2F
大阪市都島区善源寺町

1-5-30
資■06-921-3944

3)会費 ¥5,000。一

(新卒会員 ¥2,000。 )

当日会場で拝受します。

4)準備の都合上10月 10日 までに出欠を
ご連絡下さい。

)イ母校の右側に回 り

最初の信号を左に入って下 さい。

信号あ り

=
:

校
館
母
本

７

瑚

□

Ｆ
‐‐グラ
‐‐
・『

□

釧

‥

〓

〓

―

”
速

業

浪

工

科
長
挨
拶
と
近
況
ご
報
告

機
械
電
気
科
長

中
野
靖
弘

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

を
持

っ
て
社
会

へ
羽
ば
た
こ
う
と
い

う
矢
先
に
こ
の
よ
う
な
事
に
な
ろ
う

と
は
、
非
常
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

員
北
君
の
冥
福
を
心
か
ら
祈
る
と
共

に
、
精

い
っ
ば
い
生
き
る
日
が
も
う

一
日
与
え
ら
れ
て
い
る
幸
せ
を
思
わ

ぎ
る
を
得
ま
せ
ん
。
卒
業
生
の
進
路

の
内
訳
に
つ
い
て
で
す
が
、
不
況
に

見
舞
わ
れ
た
厳
し
い
年
で
し
た
が
、

卒
業
生
の
奮
闘
と
担
任
の
先
生
方
の

ご
努
力
に
よ
り
、　
一
般
企
業
就
職
五

十
二
名
、
公
務
員
四
名
、
進
学
十
四

名
、
自
営
そ
の
他
と
な
り
ま
し
た
。

各
職
場
に
於
い
て
、
先
輩
の
方
々
に

な
に
か
と
お
世
話
に
な
る
事
と
思
い

ス
キ
ー
の
修
学
旅
行

（熊
の
湯
）
が

実
施
さ
れ
、
大
変
思
い
出
深
い
経
験

を
し
ま
し
た
。
平
成
六
年
度
、
七
年

度
は
、
長
崎

・
壱
岐
で
の
体
験
学
習

で
す
。

産
業
の
空
洞
化
が
叫
ば
れ
て
お
り

ま
す
が
、
機
械
電
気
科
に
お
き
ま
し

て
も
社
会
の
要
望
、
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編

成
し
、
設
備
の
充
実
を
心
が
け
て
お

り
ま
す
。
基
礎

・
基
本
を
重
視
し
、

真
の
人
間
性
を
大
切
に
、
職
員

一
同
、

心
を
ひ
と
つ
に
し
て
取
り
組
む
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
、
十
月
八
日

（日
）
に
体

育
祭
、
十

一
月
五
日

（日
）
に
文
化

祭
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
下
さ
り
、
科
の
方
も

見
学
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て

お
り
ま
す
。昨
年
十
月
二
十
二
日
（土
）

に
、
第
十
四
回
萌
芽
会
総
会

・
懇
親

会
が
あ
り
、
大
盛
況
で
し
た
。
本
年

も
十
月
二
十

一
日

（土
）
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
万
障
お
く
り
合

わ
せ
の
上
ご
出
席
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
会
員
諸
氏
の
本
年
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ

挨
拶
と
し
ま
す
。

な
お
、
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
機

械
電
気
科
に
赴
任
さ
れ
、
担
任
、
ま

た
科
長
と
し
て
、
ご
尽
力
さ
れ
た
細

野
浩

一
先
生
が
、
平
成
七
年
四
月
よ

り
、
大
阪
市
立
生
野
第
二
工
業
高
等

学
校

へ
転
任
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の

今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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(役職) (氏  名 )
会  長 田中 喜一
副 会 長 安養寺哲夫
会計監査 馬渕 敏治
事業部長 安養寺哲夫
会計部長 中島  聖

(卒年)(自 宅電話 )
S41   06-336-0490
S43   06-681-8824
S38  0720-48-5962
S43   06-681-8824
S49   06-909-3736

事参

(役職 )

理  事

評 議 員

(役職 )

幹  事

(氏  名 )
岩地  馨
牧野 正一
千葉 晴夫
馬法1 敏治
川口 寿通
大久保和行

藤咲  猛
柏原 正一
畑田 敏昭
竹野 泰幸
秋吉 孝一

(氏  名 )
平田 克彦
馬渕 敏治
/」 原ヽ  正利
白露 義照
岩地  馨
山本  隆男
安養寺哲夫

今井  進
畠仲   聡
山崎 龍行
玉城  洋一
藤咲  猛
中島  聖
小野  寛
柏原 正一
畑田 敏昭
是松   繁
酒井  宏
森本 雅幸
金本  春尚
中田 淳二
竹野  泰幸
浦野  高清
瀬尾 孝志
稲村  信男
岩本 尋志
斉藤 陽一
谷 口 哲也
中川 浩一
秋吉 孝一
尾崎  充紀
豊崎  満弘
松 谷  勝
星野 威之
荒川 淳一
福井  勇治
山口 幸二
月 ]] ヤTイ申
池辺 直哉
志本寸 岡J宏
西原  学
杉本  良晃
村尾 浩司
吉田 大一

(卒年)(自 宅電話 )
S41   06-962-1997
S41   06-725-2401
S37  0726-33-4196
S38  0720-48-5962
S40  0720-73-6033
S41  06972-5761
S48  060105763
S51   06-928-6040
S52  0722-36-8137
S58   06-709-0865
S631)0720-21-2633

(卒年)(自 宅電話 )
S37   06-961-0581
S38  0720-48-5962
S39  0795-67-1718
S40  07437-6-8662
S41   06-962-1997
S42  0720-79-3220
S43   06-681-8824
S44   06-327-4519
S45  0720-58-2822
S46   06-934-7665
S47   06-301-6015
S48  06-つ 10-5763
S49   06-909-3736
S50  0720-83-0317
S51   06-928-6040
S52  0722-36-8137
S53   06-468-0582
S54   06-553-0956
S55   06-697-8328
S56   06-789-7320
S57   06-532-6638
S58   06-709-0865
S59   06-923 1465
S60  0721-54-3699
S61a  06-955--1493
S611〕  06-327-5957
S62a 0729-77-6723
S62b0720-71-1154
S63a 0729-23-0855
S63b 0720-21-2633
11 1a  06-953-9528
H ll) 06-691-4569
H2a  06-697-4720
H2b0720-24-3749
H3a  06-981-1552
H3b  06-924-1426
H4a  06-553-6775
H4b  06-903-2918
H5a  06-912-1879
H5b  06-921-6160
H6a  06-752-6935
H6b  06-371-2929
H7a 0720-28-4930
H7b  06-954-5759
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●
機
械
電
気
科
Ｏ
Ｂ
を
囲
む
進
路
懇

談
会
が
平
成
六
年
六
月
二
十
五
日
⌒土
）

に
開
催
さ
れ
８
名
の
先
輩
方
が
出
席

さ
れ
た
。

●
第
１４
回
前
芽
会
総
会
懇
親
会
が
平
成

六
年
十
月
二
十
二
日

⌒土
）
に
開
催

さ
れ
た
。
場
所
は
浪
速
工
業
会
館
の

２
階
で
六
十
五
名
の
参
加
で
あ
っ
た
。

●
卒
業
記
念
品
の
贈
呈
を
行

っ
た
。

平
成
七
年
二
月

一
日

⌒水
）
に
卒
業

式
が
と
り
行
わ
れ
、
萌
芽
会
よ
り
卒

業
生
に
記
念
品
（検
電
ド
ラ
イ
バ
ー
）

を
贈
呈
し
た
。

●
平
成
六
年
度
は
会
報
発
行
、
役
員

会
の
開
催
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
の
事

業
は
行

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

●
平
成
六
年
度
の
会
計
報
告
は
、
平

成
七
年
十
月
二
十

一
日

（土
）
の
総

会
席
上
で
行
う
予
定
で
す
。

平
成
七
年
度
機
械
電
気
科
は
、
次
の

職
員
で
生
徒
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

⌒敬
称
略
）

科
　
　
長
　
　
　
中
野
　
靖
弘

三
年
ａ
組
担
任
　
生
駒
　
純
一

三
年
ｂ
組
担
任
　
一局
田
　
好
男

二
年
ａ
組
担
任
　
一二
谷
兼
一
郎

二
年
ｂ
組
担
任
　
松
本
　
信
一

一
年
ａ
組
担
任
　
平
野
　
　
直

（社
会
科
）

一
年
ｂ
組
担
任
　
鷲
見
　
　
隆

成
田
　
義
之

（生
徒
会
）

（教
務
）

巽 藤 脇 藤 高
原 田 沢 橋

利 清 憲 rll昭
春 隆 之 樹 次

平成 2～ 5年度 前芽会 会計報告

く平成 2年度

●
萌
芽
会
は
ク
ラ
ス
会
の
集
り
で
す
。

従

っ
て
各
卒
業
年
度
の
ク
ラ
ス
幹
事

の
役
目
は
重
要
で
す
。
ク
ラ
ス
幹
事

冊＝出‥‥‥‥‥‐‥‥‥…‥‥‥‥‐‥‥‥一

騨
＝
＝

に
変
更
が
あ
れ
ば
必
ず
会
長
に
連
絡

し
て
下
さ
い
。
ま
た
ク
ラ
ス
会
の
開

催
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
浪
速
工
業
会
報
、
名
簿
等
の
発
行

の
た
め
広
告
等
の
お
願
い
を
会
員
の

方
に
し
て
お
り
ま
す
。
格
別
の
御
理

解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

●
役
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
案
内
が

届
い
た
ら
ぜ
ひ
共
出
席
し
て
下
さ
い
。

（役
員
各
位
、
ク
ラ
ス
幹
事
各
位
）
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収 入 の 部  1 支 出 の 部

:  目  1金  額 1  項   目  1金

17,1581会 報第 7号 発行費 1 45,320
105,100慶   弔   費 1 6,000
198,000役 員 会 会 議 費 1 2,000
21,000通   信   費 1 13,235

1震埠§亀ξ曇|ガll::
344,2581  合   計

金

金

費

費一刹峠一

前

部

第

卒

く平成 3年度〉

金

金

越

付酔
還
年

会

一削
部

△11,750

77,750

会報第 8号 発行費
通   信   費
卒 業生記念 品代

次 年 度 繰 越 金

31,724

2,745

25,429

6,102

合   計 66,000 合   計 66,000

〈平成 1年度

前 年 度 繰 越 金 1 6.1021会 報第 9号発行費 1 31.621

語。緯茫 会書鵠柵1写 t宅早rli晟 |_識
1次 年 度 繰 越 金 1200.338

合   計 也 市ヽ ¬再■面蔦
(平成 5年度

'
金

金

費

越

元

会

鰊
還
生

年

会

業

前

部

卒

200,338

101,000

24,000

費

費

費

代

金

議

品

越

信

弔

鉄

蟻

酔

員

業

年

通

慶

役

卒

次

7,239

10,000

1,000

27.192

279,907

合   計 325,338 合   計 325,338

浪
速
工
業
会
費
の
払
込
み
に
御
協

力
く
だ
さ
い
。

平
成
六
年
度
は

一
一
九
名
の
皆
様

に
よ
り
払
込
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
萌
芽
会
は
こ
の

払
込
み
に
よ
る
還
付
金
に
よ

っ
て
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

総
会
と
共
に
何
か
行
事
を
、
と
云

う
訳
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
始
め
た
が
、

最
近
は
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

皆
忙
し
く
て
会
う
機
会
も
な
い
の
が

実
情
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く

始
め
た
行
事
で
す
か
ら
三
日
坊
主
に

な
ら
ず
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
が
皆

さ
ん
い
か
が
で
す
か
？


